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1. 研究背景 

 BaV13O18は室温では六方晶系であり, Tco = 200K

で電荷整列を起こし, Ttr = 70KでVの軌道整列によ

る三量体相転移を起こす[1]。BaV13O18にNbドープし

たBaV13−xNbxO18の溶融結晶では, Nbドープ量𝑥を

増加させるとTtrは𝑥 < 1で上昇する[2]。一方焼結体

の場合 , Ttrは  𝑥 ≤ 0.25で上昇し ,  𝑥 > 0.25では

200Kで弱強磁性が現れるとされている[3]。すなわち

溶融結晶と焼結体で, Nbをドープしたときの振舞い

が異なっている。そこで本研究では, BaV13−xNbxO18

における相転移がNbドープ量𝑥によりどのように変

化するかを明らかにする。溶融結晶の場合, 融解の

際一部飛散し, 仕込みの𝑥より少ない試料が生成さ

れる可能性があるため, 本研究では飛散の可能性が

少ないBaV13−xNbxO18焼結体の作製を試みた。 

 

2. 実験方法 

Ba2V2O7, V2O3, V, Nb2O5を化学量論比に基づいて

混合し, FZ 法で用いる装置で試料を融点直下で焼結

す る こ と に よ り BaV13−xNbxO18焼結体(𝑥 =

0.3, 0.5, 0.7, 1.0, 1.25, 1.5)の作製を試みた。得られた

結晶を粉末 X 線回折により試料評価を行い, 歪の

測定, 磁化率の測定を行った。𝑥 = 1.25の試料に関し

ては低温 X線回折を行った。 

 

3. 実験結果・考察 

ドープ量𝑥と格子定数𝑎, 𝑐の関係を図 1に示す。𝑎, 𝑐

共に焼結体の方が溶融結晶よりも大きい。磁化率の

温度依存性を図 2に, 歪の温度依存性を図 3に示す。

いずれの測定においても, Ttrは𝑥 = 0.3で120K付近

まで上昇し, 𝑥 > 0.3では僅かに上昇する。以上の結

果を踏まえた, BaV13−xNbxO18焼結体のNbドープ量

𝑥と転移温度の相図と, 溶融結晶の場合の相図を図 4

に示す。溶融結晶と相図が異なるのは, 溶融結晶に

おいて実際のドープ量𝑥が仕込みより少なかったた

めだと考えられる。 
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図 1 格子定数の𝑥依存性 図 2 磁化率の温度依存性 

 

 

  

図 3 歪の温度依存性 

 

 

  

図 4 焼結体と溶融結晶[2]における, BaV13−xNbxO18

のNbドープ量と転移温度の相図 
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ピーク分裂無

ピーク分裂有


